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５ 完成図（中間支柱を設置した場合） 

 

防護柵の設置マニュアル（ワイヤーメッシュ編） 

 

１ 用意するもの 

 

＜必要な資材＞ 

・ワイヤーメッシュ（幅 1.2m×長さ 2.0m） 

・異形棒鉄筋（太さ 13mm） 

・針金（14～16 番線） 

＜必要な道具＞ 

・ハンマー，打ち込み器 

・ペンチ，クリッパー 

・シノ，ハッカー 

・スコップ等（整地用） 

  

２ 設置の手順 

 

 

柵の外側 
（獣側） 柵の内側 

（田畑側） 

①  設置場所の

ルート決め 

②設置場所の

草刈・整地 

③資材の 

仮置き 

④支柱の 

打ち込み 

⑤ﾜｲﾔｰﾒｯｼｭの

固定 

３ ワイヤーメッシュの向き 

 水田や畑を
完全に囲う
こと 

 設置後の管
理が容易な
場所に設置 

 柵の両側 
１ｍは通路
とする 

 草刈や整地
等を行う 

 ワイヤーメ
ッシュの裏
表を確認し，
一定の向き
に置いてい
く 

 ワイヤーメ
ッシュの重
ね代を確保
して支柱を
打ち込む 

 ワイヤーメ
ッシュを針
金で３カ所
しっかりと
固定する 

ワイヤーメッシュの縦格子が，水

田や畑の外側となるように設置する

こと。 

【理由】 横格子が内側にあれば，

イノシシが横格子を噛んで引っ

張っても，縦格子で守られて引き

ちぎられないため。 

 

 

 

 

４ 設置のコツ 

 

 

 

〇ワイヤーメッシュと地面に隙

間をつくらないよう，足でしっ

かり踏み込んで，地面と密着さ

せる。 

〇隙間がないようにすることで，

獣による掘り返しを防ぐ。（イ

ノシシが柵の下側からもぐり

込むのを防ぐのが重要。） 

〇ワイヤーメッシュの縦格子を重ね合

わせ，支柱にしっかり固定する 

〇支柱は，イノシシが体当たりしても

良いように，守るべき水田や畑側に

打ち込むこと 

 

3
0
～

5
0

c
m

WMの下端は

地面に埋め込む

針金で３カ所

を固定する。 

（一番下の留

め場所は，ワ

イヤーメッシ

ュの２段目と

する。） 

 

窪みは大きく重ね合わ
せる

＜柵の管理とメンテナンス＞ 
 定期的に巡回して，問題のある箇所は，速やかに
修復する。 
〇イノシシ等が侵入を試みた跡（掘り返し等）は
ないか→アンカーなどの対策を行う。 

〇小動物（タヌキ）の侵入跡がないか→広がる前
に対策を打つ。 

〇ワイヤーのはずれ等がないか点検する。 
〇雑草が生え放題になっていないか点検する。 

  

【豆知識】 イノシシの幼獣を入りにく

くするためには，ワイヤーメッシュ

の下段の目合いが，10cm 以下のもの

を使用するのが望ましい。 


